
















































































































































































































































































令和４年（ワ）１９０６８号　損害賠償請求事件
原告　三宅勝久
被告　奨学金問題対策全国会議　外１名

文書提出命令申立書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２３年５月２２日
東京地方裁判所民事第４３部　御中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原告　三宅勝久

１　文書の表示
（１）原告の再入会申し込みに対する被告１による事務局会議の内容が記載さ
れたメールないしメーリングリスト
・事務局会議メーリングリストの加入者名
・２０１９年７月１７日付　岩重事務局長による投稿（原告の入会申し出の告
知、出席者の入会を認めない旨の提案、採決の状況・結果がわかるもの）
・２０１９年７月２４日の事務局メーリングリスト加入者による意見の投稿
２　文書の所持者
　被告１および被告２
３　文書提出義務
（１）上記１（１）文書について
　民事訴訟法２２０条１号及び４号
　なお、被告１の答弁書１６頁には「岩重事務局長は、被告１の事務局会議の
構成員が加入するメーリングリストに、原告から再加入したい旨の連絡があっ
たことを受けて意見を募ったが、反対又は慎重な意見が相次ぎ、原告の入会を
承認すべきであるという意見は１件もなかった。被告１においては、定例（月
１回）の事務局会議のほか、メーリングリスト上での議論により事務局会議を
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行い、運営等について意思決定を行うこともあり、本件でも原告が再加入した
い旨の連絡（甲９の１）をした２日後には催促をするなど（甲９の２）、早期
の回答を希望しているとみられたことを受け、この方法によって事務局会議を
行っているから、規約６条、９条の手続きを経ている」（被告準備書面（１）
１２頁、同２０頁も同旨）とあることから、上記１（１）文書は民事訴訟法２
２０条１号が規定する引用文書に該当する。
４　証すべき事実
（１）上記１（２）文書について
　被告１が規約６条、９条に定められた手続きを履践せずに原告の再加入申し
込みを拒否したこと。

以上
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